
東京自治問題砺究所所報奇稿
世界都ni東京をアメリカから考える 加藤 哲郎

この夏，アメリカの観光地は．日本人であふれています．東部ポストンからアメリカ ・ ウオッチン
グの旅に出た私は，ニュ ー ヨ ー ク，ワシントンはもちろん，ナイアガラでもフロリダでも，いたると
ころで日本人の集団にでくわしました．この分では，西部のサンフランシスコやロスアンジェルス，
それにハワイやグアムは，日本人の波がうずまいていることでしょう．昨年のアメリカの観光統計で
は，渡米人数ではカナダに首位をゆずったものの，合衆国に落としたドルの金額では，日本がダント
ツのトップでした．今年は，円高便乗で夏だけで140 万人が海外とか． 8 月末のワシントン ・ ダレス
空港では，毛皮 ・ バ ー ボンから牛肉まで�ギフトショップにむらがりみやげをかいあさる日本人の大
群に会って圧倒されました．庶民のレベルでこの調子ですから，ビジネス ・ 金融の世界ともなると，
まるで日本資本主義がアメリカを占領したような錯覚にとらわれます．企業買収 ・ ビル買占めから株
式 ・ 個券市場まで．当迪の新闘のビジネス欄では，ジャパン ・ プロブレム，日米経済戦争の話題を見
出ださない日が珍しいほどです．

しかし，日本資本の対米進出と在米日本人 ・ 観光客の増大は，民衆レベルでの新たな問題をも浮き
ほりにします．石油危機以降の自動車から半導体にいたる日本商品の進出過程は，同時に，アメリカ
社会へのアジア系民衆の流入過程と平行していました．1960年には0.5駕90万人にすぎなかったアジア
系住民が，いまや2%500万人以上となり，もともと人種のルッポであるアメリカ社会のなかで，最近
もっとも急速に増大したエスニシテイとされています．中国•朝鮮 ・ 東南アジア系住民は，ベトナム

・ カンポジア難民を含め．大都市を中心に急速にコミュニテイに浸透してきています．彼らは，実に
よく働き，また勉強します． 『タイム』誌 8 月31日号の特集は，総人口比 2 ％のアジア系が，この秋
のハ ー バ ー ド大学新入生の14%，カリフォ ー ニア大学バ ー クレイ校の2 5%に達したと報じ，この動きを
百年前の東欧系ユダヤ人流入と対比しています．晨近，ポストンやニュ ー ヨ ー クでよく闘くのは，勤
勉でサ ー ビスのよいアジア系の台頭で，黒人 ・ スヘイン系などの下層労働者が職を奪われ．マイノリ
テイの中での反目が強まっている，というものです．大都市近郊では，マイノリテイ流入による治安＿一
悪化を防ぐため，土地所有や家賃のミニマムを条例で定めて貧乏人を入れないようにする白人コミュ
ニテイも現れます．私の住むケンブリジ市の近くのコンコルドという町は，独立戦争の史跡をもち，
エマ ー ソンやホ ー ソンを育てた田園文化の地で．リベラルな白人中産階級の多く住むところですが，
アメリカ民主主義の伝統としてよくひきあいにだされる住民祖接参加のタウン ・ ミーテイングによっ
て， 2 エ ー カ ー 以下の土地分割を禁止し，貧民流入に歯止めをかけています．反核運動や原発反対に
熱心な人でも，こうした自衛手段はやむをえないといいます．人種のピラミッドと階級的 ・ 階層的利
害が錯綜し，賊争と新陳代謝が激しいこの国では，コミュニテイ形成は，絶えずチェック ・ リチェッ
クの必要な永続的プロセスです．アジア系新住民は，大都市のチャイナ ・ タウンがそうであるように
スラムに隣接した下層アパ ー ト地帯にひとまず居を定め，勤勉と高学歴によりこの新天地に定着し上
昇しようとしています．

こうした社会ですから，アジア人の顔をした私でも， Tシャツ ・ ジ ー ンズ ・ ナップサック姿で街を
歩けば，よく白人に道を尋ねられます．白人 ・ 黒人の知人にいわせると，顔をみただけでは日本人 ・

中国人 ・ 朝鮮人の区別は困難だといいます．ちょうど，私たちがアングロサクソン系 ・ ドイツ系・イ
タリア系 ・ 北欧系白人の区別がただちにはできず，南部出身黒人苦学生とアフリカ新興国エリ ー ト留
学生の深刻な反目に気がつかないように．しかし，全身をみれば．アジア人のなかで日本人だけはな
んとなく異質だともいいます．ダ ー クス ー ツにネクタイ ・ アタッシュケー スのビジネスマンはもちろ
んのこと，メガネに肩掛けカバン ・ 扁級カメラの観光客も，他のアジア系とはどことなく違った印象
を与えるようです．金払いのよさと立派な衣服 ・ 持物から，悪質業者や強盗にねらわれるのも日本人
の特徴です．第 一，ニュ ー ヨ ー クに典型的なように，在米日本人は，白人ミドルクラスなみに郊外の
田園邸宅地帯にコミュニテイを作り他のアジア系と自らを区別し先進国人として振舞おうとします．
戦前 ・ 戦時中に苦難の生活を体験してようやく土着した日系アメリカ市民とも異なって，いつかは必
ず「豊かな」日本に帰れるという通過点意識をもっていますから．コミュニテイでのアメリカ人との
交際もおざなりで，時々こちらの新聞がやゆするように，日本食料品店 ・ スシバ ー からカラオケ・日
本語テレビ ・ ホカホカ弁当にいたる日本的生活様式をそっくりそのまま移植した生活を，日本では絶
対に住めない広い庭つき邸宅を拠点に楽しんでいるかに見えます．他のアジア人たちのアメリカ社会
参入 ・ 市民権獲得のための生命がけの真剣な努力に比べれば，日本人学校父兄のなかでしばしば耳に
する議論日本の良い高校 ・ 大学に子弟をいれるために受験教育を強化すべきか，当地滞在中だけで
もアメリカ式の自由でのびのびした教育を与えるべきかという論争も，ぜいたくなコップの中の嵐に
すぎません．白人エスタプリッシュメントからは，黄色い肌をしたリッチで手強い競争相手．最近の
US News and World Reportの表現では「無敵のビヒモス，大国日本，世界への供給者 ・ 銀行」の一員
とけむたがられ，同じアジア人からは，既に別世界に離陸した祖国の搾取 ・ 侵略者とねたまれる在米
日本人は，今日の日本社会の国際的位置を象徴し，鳥からも獣からも嫌われたコウモリのようです．
そういえば，先日の五木ひろしニュ ー ヨ ー ク公演を．日本のシナトラとよばれる歌手が，着かざった
中年金持婦人たちを，ジェット機チャ ー タ ー ・ ホテル貸切 ・ 豪華ミンクコ ー ト買物つきで大挙連れて
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きて，法外な使用料を払ってマンハッタンのホ ー ルを借上げ，全部日本語で日本人聴衆だけを相手に
わけのわからぬエンカなるものを歌ってさっとひきあげた，と皮肉った記事がありました，

東京の地価は，私が日本を離れた昨年からまた暴腸したようです．庶民が部心に住むのはますます
困難になっているようです．高層オフィスビルと臆ションのマンハッタン的超国籍地帯が出現しつつ
あるのでしょう．しかし，東京のマンハッタン化は，スラム無しで進行しうるでしょうか？ ホモジ
ー ニアスなエリ ー ト日本人と白人ビジネスマンだけが住むャッピ ・ー の町が生まれるのでしょうか？
世界都市化は， コミュ.::.テイの拡散・凝集を劇的に進めます．欧米からばかりでなく，近晒アジアか
らも，仕事と富と自由を求めて多くの民衆が流入し，激しい競争・摩擦・対立のはてにスフム化とゴ
ー ストタウン化，階層分化と棲みわけがおこるのは 曹 不可避と思われます．しかも，東京の国際化・
世界都市化はすでに進行しつつある事実です．港区や品川区ではその徴候が現れているようですが，
モノとカネの国際化が，ヒトだけを鎖国したまま進むとは考えられません．この春の所報でもTOKIO
の南北問題を報じていましたが，いま東京人＝在京日系人がかかえている問題は，単なる伝統的コミ
ュニテイの崩壊，都心昼間人口減少と郊外スプロ ー ルの問題ではなく，ロンドンやニュ ー ヨ ー クが歴
史的に経験してきた，無国籍都市化・超民族都市化の試練，その中での多人種•多文化的コミュ.::.テ
イの再編・創造を，はるかに急速にはるかに深刻な国際還境のもとで 曹 否応なくつきつけられてい
るところにあるのではないでしょうか？ 確かな国内情報もないままこちらに住み,.やたら日本資本
の世界化・巨大化を報じる英語ニュ ー スばかりが飛込んでくる門外漢の私には，そう感じられます．
とするならば都心を追出されタウン・ミ ー テイングの伝統を守りつつ自己の社会的経済的特権を保
守しようとする郊外白人コミュニテイからも，白人中心社会から差別されマイノリテイ同士で互いに
競争しいがみあいながらスラムからの脱出に必死で努力するアジア系新移民の生き方からも＇ 他人ご
とでないなにものかを学べるような気がします．残念ながらというかやっぱりというべきか．日本政
府や東京都の対応は，在ニュ ー ヨ ー ク日本人コミュニテイのそれに似て，閉鎖社会の脩性をひきずっ
た，天上天下唯我独尊的無策が続いているようですが．

（研究所理事，一橋大学助教授，現在ハ ー バ ー ド大学客員研究員としてケンブリジ在住）

TETSURO KATO 
18 Ki爾ball Street,#3, 
Ca阻bridge, MA 02140, 
U.S.A. 

phone: 617-868-2756 
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帰
国
を
三
月
に
控
え
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で、
今
度
は、
ニ
ク
ス
早
発
国
で
あ
り
な
が

ら
ア
ジ
ア・
ニ
ク
ス
に
水
を
あ
け
ら
れ
た、
メ
キ
シ
コ
11
メ
ヒ
コ
に
行
っ
て
き
ま
し
た。
帰
国
時
に
大
き

な
荷
物
を
抱
え
て
の
旅
よ
り、
今
の
う
ち
に
厳
寒
の
ボ
ス
ト
ン
を
脱
出
し
て
と
思
い
立
ち、
い
ま
やー
ド

ル
11
百
円
に
近
づ
い
た
弱
い
ド
ル
に
対
し
て
さ
え
大
幅
に
減
価
し
て
い
る
ペ
ソ
の
国
な
ら、
安
上
が
り
に

崇
華
に
い
け
る、
と
計
算
し
た
の
は
事
実
で
す。
し
か
し
そ
れ
以
上
に、
ヨ
ー
ロ
0
パ
／
日
本
／
ア
メ
リ

力
と
ま
わ
っ
て
き
た
こ
の
三
年
近
い
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
生
活
体
験
を、
従
属
的
発
展
と
被
抑
圧
者
の
国

に
い
っ
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
と、
か
の
世
界
革
命
論
者
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
暗
殺
さ
れ
た
地

を
見
て、
大
学
卒
業
直
後
の
東
ド
イ
ツ
で
の
生
活
体
験
に
発
し
た
こ
こ
十
余
年
の
私
な
り
の
ス
タ
ー
リ
ニ

＿＿u
．

ズ
ム
批
判
と
民
主
主
義
的
社
会
主
義
探
求
の
歩
み
を
再
確
認
し
て
み
た
い
と
い
う
誘
感
が、
革
命
と
い
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f
作日
よ霞
が
ま
だ
日
常
語
と
し
て
生
き
て
い
る
国
へ
と、
か
り
た
て
ま
し
た。
で
す
か
ら、
ア
メ
リ
カ
人
／
日
本

人
観
光
客
で
あ
ふ
れ
る
避
寒
地
カ
ン
ク
ー
ン
や
ア
カ
プ
ル
コ
で
は
な
く、
人
ロ一
八
0
0
万
人
を
突
破
し

地
震
の
後
遺
症
に
悩
む
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ/4
の、
そ
れ
も
革
命
広
湯
前
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
の
ホ
テ

ル
に
居
を
定
め、
『
地
球
の
歩
き
方』
を
片
手
に、
も
っ
ぱ
ら
地
下
鉄
／
バ
ス
／
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
足
を

使
っ
て、
真
木
悠
介
が
『
気
流
の
鳴
る
音』
を
聞
い
た
あ
た
り
を、
動
き
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た。

ヨ
ー
ロ
V
パ
／
ア
メ
リ
カ
／
カ
ナ
ダ
の
旅
と
決
定
的
に
違
っ
た
の
は、
こ
の一
週
間
の
旅
で、
日
本
人

と一
度
も
出
会
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
す。
い
や、
正
確
に
言
え
ば、
カ
ル
ロ
ス
・
ハ
ル
ギ・
セ
ノ
君
と
い

う
日
本
人
の
顔
を
し
た
青
年
と、
テ
オ
テグ
7

ワ
カ
ン
の
太
陽
の
ピ
ラ
主ツI卜
の
頂
上
で
出
会
い、
彼
の
友

人
ル
イ・
ジ
否jハ
ン
ニ
君
を
含
め
て
二
日
ば
か
り
ス
ベ
イ
ン
語
／
英
詞
チ
ィヽ
ノ
ポ
ン
の
観
光
を一
緒
に
し

た
の
で
す
が、
こ
の
カ
ル
ロ
ス
君
は
日
系
三
世
の
プ
ラ
ジ
ル
人
で
ス
ベ
イ
ン
語
し
か
話
せ
ず、
少
し
ば
か

り
英
語
の
わ
か
る
友
人
ル
イ
君
の
怪
し
げ
な
通
訳
で、
よ
う
や
く
よ
く
似
た
顛
を
し
た
私
と、
祖
父
の
国

の
こ
と
を
話
し
合
え
た
の
で
す。
ま
た、
民
芸
品
マ
9
ケ
ッ
ト
で
は
「
コ
レ、
オ
ク
サ
ン
ニ
イ
カ
ガ
デ
ス

4／
な
ど
と
日
本
語
を
あ
や
つ
る
イ
ン
デ
ク
ォ
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
か
ら、
ピ
ラ―`
えy
ド
で
も

国
立
人
類
学
博
物
館
で
も
日
本
人
を
み
か
け
な
か
っ
た
の
は、
選
ん
だ
季
節
と
時
闘
帯
が
よ
か
っ
た
だ
け

の
偶
然
で
し
ょ
う。
満
員
の
地
下
鉄
で、
タ
コ
ス
・
シ
4̀

々
プ
で、
人
な
っ9
0
こ
く
話
し
か
け
ら
れ
ハ
ポ

ネ
と
答
え
る
と、
ソ
ニ
ー
／
ホ
ン
ダ・・・・・・
と
日
本
製
品
を
次
々
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は、
欧
米
と
同
じ
で
す

か
ら、
こ
こ
に
も
日
本
帝
国
主
義
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は、
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん。
事
実、
英
語
の
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イ
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ブ
6
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あ
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キ
シ
コ
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テ
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五
つ
星
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級
ホ
テ
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チ
C、
プ
ル
テ
6
う
公
園
内
の
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地
に
建
て
ら
れ
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テ
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日
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で
し
た。
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っ
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も、
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九
0
ド
ル
で
す
か
ら、
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持
つ
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は
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ま
ら
な
い
安
さ
で
す。
地
下
鉄
料
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こ
ま
で
乗
っ
て

も一
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0
0
ペ
ソ
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ニ
ニ
分
の一
ド
ル
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約
六
円、
メ
キ
シ
コ
国
立
自
治
大
学
構
内
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買
っ
た
ヴ
¢
う

ト
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セ
ル
ジ
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で
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〇
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し
か
し、
猛
烈
な
イ
ン

フ
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の
進
行
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民
の
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活
は
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で
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の
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ル
11
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五
0
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し
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こ
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が
多
額
の
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務
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抱
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れ
て
い
ま
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の
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メ
リ
カ
か
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で、
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キ
シ
コ
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バ
ン
カ
メ
（
バ
ン
ク・
オ
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ア
メ
リ
カー

の
危
機
を
招
き、
ジ
イ
K
ン・
マ
ネ
、（
の
支
え
で
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
第
二
の
銀
行
バ
ン
カ
メ
が
倒
産
を

ま
ね
が
れ
た
こ
と
は、
一
昨
年
カ
リ
フ
G
ル
ニ
ア
で
聞
か
さ
れ
た
話
で
し
た。
こ
の
国
を
下
支
え
し
て
い

る
の
は、
い
ま
や
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
な
く、
メ
キ
シ
コ
を
も
し
の
ぐ
債
務
国
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
を
金
融

的
に
支
配
し
つ
つ
あ
る
世
界
最
大
の
債
権
国、
わ
が
国
籍
国
日
本
で
あ
る
こ
と
が、
ス
ラ
ム
や
ホ
ー
ム
レ
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を
見
る
た
び
に
想
起
さ
れ、

気
を
重
く
し
ま
す。

よ
り
正
確
に
は、

戦
後
期
を
通
じ
て
世
界
の

富
の
約
三
分
の
一
を
独
占
し
つ
づ
け
て
き
た
バ
イ
ゲ
モ
ニ
ー
「
ジ
ぷ
K
メ
リ
カ」
（
日
米
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
同

盟
を
表
現
す
る
私
の
造
語、

プ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
表
現
で
は
ア
メ
リ
ポ
ン）
の
力
を、

感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん。

日
本
の
レ
フ
ト
が、

日
米
関
係
に
の
み
目
を
奪
わ
れ、

両
者
の
相
対
的
支
配
／
従
属
関
係
を

論
じ
て
一
国
革
命
の
夢
を
破
ら
れ
続
け
て
き
た
過
程
で
も、

世
界
反
革
命
の
中
核
と
し
て
の
強
固
な
ジ
イj

パ
メ
リ
カ
は、

着
々
と
世
界
を
搾
取
／
収
奪
し
つ
づ
け、

テ
オ
テ
a
ワ
カ
ン
／
ア
ス
テ
カ
／
マ
ヤ
と
巨
大

な
文
明
を
築
い
て
き
た
こ
の
国
の
民
衆
に、
コ
ン
ピ
ュ
9
夕
資
本
主
義
と
い
う
全
く
異
質
な
「
文
明」

を

お
し
つ
け
て
き
た
こ
と
が、

感
得
で
き
ま
す。

た
だ
し
そ
れ
は、

た
か
だ
か
四
0
年
と
い
う
こ
の
国
の
長

い
歴
史
で
は
ほ
ん
の
つ
か
の
ま
に
す
き
ず、

ス
ペ
イ
ン
の
征
服
で
こ
の
国
が
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
に

組
込
ま
れ
て
以
来
の
革
命
と
反
革
命
の
繰
返
し
の
中
で
み
て
も、

や
が
て
は
没
落
す
る
に
ち
が
い
な
い
外

国
帝
国
主
義
支
配
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
る
だ
ろ
う
こ
と
も、

感
じ
と
れ
る
の
で
す
が。

街
に
は
革
命
と
名
の
つ
く
広
湯、

記
念
塔、

通
り、

駅、

本、

レ
コ
ー
ド
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す。

大
統

領
府
の
あ
る
国
立
宮
殿
の
壁
画
に
は、

カ
ル
ロ
ス
（
力
4
ル）
・
マ
ル
ク
ス
の
肖
像
と
言
葉
も
記
さ
れ
て

い
ま
す。

国
立
自
治
大
学
本
館
の
シ
ケ
イ
ロ
ス
の
手
に
な
る
大
壁
画
に
は、
一
八
五
七
年
憲
法
／
一

九一

0
年
革
命
に
続
く
メ
キ
シ
コ
の
第
三
革
命
が、
一

九
X
X
年
の
共
産
主
義
と
し
て
暗
示
さ
れ
て
い
ま
す。

た
ま
た
ま
私
の
滞
在
中、

野
党
指
導
者
へ
の
テ
ロ
ル
事
件
が
あ
り、

日
本
で
い
え
ば
皇
居
前
広
湯
に
あ
た

る
国
立
宮
殿
前
ソ
カ
ロ
で
の
大
抗
議
集
会
に
遺
遇
し
ま
し
た。

参
加
者
の
多
く
は
自
治
大
学
学
生
で、

あ

ふ
れ
る
プ
ラ
カ
ー
ド、

ガ
リ
版
印
刷
ら
し
い
ビ
ラ、

美
し
い
ス
ベ
イ
ン
語
の
ア
ジ
演
説
と
い
う、

日
本
で

は
久
し
く
接
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
青
年
の
熱
気
に
も、

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

こ
ん
な
国
な
ら
ば、
コ
ヨ
ア
カ
ン
の
館、

ト
ロ
ツ
キ
ー
の
最
後
の
地
も、

さ
ぞ
や
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
と
推
測
し、

地
下
鉄
コ
ヨ
ア
カ
ン
駅
か
ら
番
地
だ
け
を
頼
り
に
探
し
に
で
た
の
で
す
が、

案

に
相
違
し
て、

誰
も
知
り
ま
せ
ん。
コ
ヨ
ア
カ
ン
自
体
が、

戦
後
の
急
速
な
都
市
化
で、

い
ま
や
郊
外
保

蓑
地
と
い
う
よ
り
市
内
の
中
級
住
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す。

方
針
を
変
え
て、

ガ
イ
ド
プ
5

之
ク
に
よ
れ
ば

ト
ロ
ツ
キ
ー
の
家
の
近
く
ら
し
い、

女
流
革
命
画
家
フ
リ
ー
ダ
・
カ
ー
ロ
の
博
物
館
を
尋
ね
て
み
る
と、

こ
ち
ら
の
方
は
知
る
ん
級、
あ
り、

や
が
て
案
内
板
も
み
つ
か
り、

三
0
分
ほ
ど
歩
い
て
た
ど
り
つ
き
ま
し

た。

巨
匠
リ
ベ
ラ
の
最
後
の
夫
人
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ダ
の
絵
は、

シ
t
F
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
で
は
あ
っ
て
も

ス
タ
ー
リ
ン
や
毛
沢
東
の
肖
像
を
含
み
分
か
り
や
す
く、

美
術
史
と
革
命
文
献
が
同
居
し
た
醤
斎
も
よ
く

保
存
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
の
フ
リ
ー
ダ
博
物
館
の
管
理
人
に
聞
い
て、

よ
う
や
く
l

ニ
プ
ロ
¢
ウ
ほ
ど
離
れ

た
ト
ロ
ツ
キ
ー
暗
殺
現
場
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

と
は
い
っ
て
も、

ヴイイ
I

エ
ナ
通
り
四
五

番
地
は
み
つ
け
た
も
の
の、

レ
オ
ン
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
博
物
館
と
い
う
名
か
ら
想
像
さ
れ
る、

そ
れ
ら
し
い

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん。

高
い
塀
に
お
お
わ
れ
た
大
き
な
邸
宅
の
か
た
す
み
に、

小
さ
く
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
名

の
入
っ
た
プ
レ
ー
ト
が
う
め
こ
ま
れ
て
い
る
の
み
で
す
？
裏
口
と
お
ぽ
し
き
小
さ
な
扉
に
貼
り
紙
が
あ
り

ぐ
す
ぐ
そ
ば
の
プ
ザ
ー
を
押
せ、

と
ス
ベ
イ
ン
語
と
英
語
で
乱
暴
に
書
い
て
あ
り
ま
す。

何
度
か
プ
ザ
9

を
お
す
と
し
ば
ら
く
し
て
扉
が
開
き、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
ら
し
い
青
年
が、

顔
を
だ
し
ま
し
た。

こ
こ
が

ト
ロ
ツ
キ
ー
博
物
館
か、

日
本
か
ら
来
た
の
だ、

と
下
手
な
英
語
で
た
ず
ね
る
と、

私
よ
り
さ
ら
に
ひ
ど

い
英
語
で、

わ
か
っ
た、

入
れ、

と
内
鍵
を
開
け
て
く
れ
ま
し
た。

内
部
は、

う
っ
そ
う
と
し
た
庭
に、

ト
ロ
ツ
キ
ー
の
記
念
碑、

そ
れ
に
晩
年
の
館
が
あ
り
ま
す。

館
の
部
屋
は
公
開
さ
れ
て
い
て、

ト
ロ
ツ
キ

ー
の
執
務
室
／
寝
室
／
食
堂
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た。

青
年
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
ゆ
か
り
の
人
物
か
と
思
っ

て
尋
ね
る
と、

こ
の
家
の
所
有
権
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
孫
に
あ
る
が
こ
こ
に
は
住
ん
で
お
ら
ず、

自
分
は
朝

十
時
か
ら
二
時、

三
時
か
ら
五
時
半
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ、

と
の
こ
と
で
す。

ト
ロ
ツ
キ
ー



暗
殺
の
模
様
に
つ
い
て
は
手
隙
よ
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
が、
あ
ま
り
政
治
的
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い

様
子
で、
何
か
資
料
か
記
念
品
は
な
い
か
と
き
く
と、

遺
品
は
こ
こ
の
展
示
品
以
外
す
べ
て
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
保
存
さ
れ
て
い
る、

写
真
集
も
絵
葉
書
も
こ
こ
に
は
な
い、
お
ま
え
が
今
日
は
初
め
て
の
訪
問
者

だ、
メ
キ
シ
コ
で
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が、
た
し
か
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
小
さ
な
政

党
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
た
ず
ね
れ
ば
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う、
と
要
領
を
え
ま
せ
ん。

そ
れ
で
も、

暗
殺

者
の
弾
痕、
警
備
員
の
部
屋
な
ど
写
真
を
と
ら
せ
て
も
ら
い、
わ
ず
か
に
博
物
館
ら
し
さ
を
示
す
記
帳
簿

に
署
名
し、
こ
の
館
を
保
存
す
る
た
め
の
献
金
箱
に
ド
ル
を
入
れ
て
い
る
う
ち
に、

晩
年
の
ト
ロ
ツ
キ
ー

の
厳
重
な
警
戒
ぶ
り、
そ
れ
さ
え
突
破
し
た
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
暗
殺
者
の
計
画
的
／
周
到
な
犯
行
の
非
人

閻
性
を
示
す
た
め
に
の
み
こ
の
館
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に、

思
い
い
た
り
ま
し
た。
つ
ま
り
そ
れ
は

C、
政
治
の
非
情
と
政
治
以
前
の
非
人
間
的
犯
罪
の
記
録
で
し
ょ
う。
こ
の
暗
殺
者
の
正
統
な
後
継
者
は、

北
朝
鮮
の
「
君
主
制
社
会
主
義」
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

記
帳
簿
を
見
る
と、
ほ
と
ん
ど
は
メ
キ
シ
コ
市
内

の、

そ
れ
も
学
生
ら
し
い
名
ば
か
り
が
記
さ
れ
て
お
り、

実
際
訪
ね
て
く
る
人
は
少
な
く、

外
国
人
が
く

る
の
も
ま
れ
と
の
こ
と
で
す。

訪
問
者
が
私一
人
な
の
を
幸
い
に、
の
ん
び
り
庭
を
手
入
れ
す
る
青
年
の

存
在
も
忘
れ
て、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
碑
の
前
に
座
り
込
み、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
ベ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
い
た

る
歴
史
に、
し
ば
し
思
い
を
は
せ
ま
し
た。
も
し
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
生
き
て
い
た
な
ら
ば、
ゴ
ル
バ
チ
后
�

の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
ど
う
評
価
し、

第一
次
大
戦
後
の
世
界
資
本
主
義
の
中
心
に
正
当
に
も
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
見
出
だ
し
て
い
た
彼
が、
今
日
の
ジ
マ
パ
メ
リ
カ
に
よ
る
世
界
支
配
に
ど
の
よ
う
な
世
界
革
命

を
対
置
し
た
の
だ
ろ
う
か、
と
考
え
な
が
ら。

日
本
で
は
「
豊
か
さ」

論
議
が
盛
ん
な
よ
う
で
す。

ボ
ス
ト
ン
か
ら
の
飛
行
機
の
中
で
『
世
界』
謳
時

増
刊
「
日
本
ゆ
た
か
さ
デ
ー
タ
プ／ッ
ク」
を
読
み
あ
げ
ま
し
た。
円
窟
に
よ
り
国
隙
統
計
で
は
一
人
当
り

国
民
所
得
世
界一
、

名
目
賃
金
も
ア
メ
リ
カ
並
み
と
い
う
支
配
的
論
調
に、
住
宅
／
福
祉
／
社
会
資
本
／

余
暇
な
ど
の
「
繁
栄
の
中
の
貧
困」
を
対
置
し
た
も
の
で、

そ
れ
は
そ
れ
で
そ
の
通
り
な
の
で
す
が、
こ

こ
メ
キ
シ
コ
で
読
む
と、

異
和
感
を
禁
じ
え
ま
せ
ん。
二
昔
前
の
対
米
従
属
／
自
立
論
争、
一
昔
前
の
G

N
P
世
界
第
二
位
に
一
人
当
り
国
民
所
得
十
何
位
や
「
新
し
い
貧
困」
を
対
置
し
た
議
論
の
延
長
上
で
の

視
野
狭
窄
を
感
じ
ま
す。
シ一
天
y
か
ら
テ
オ
テ
＜
ヮ
ヵ
ン
の
ピ
ラ―`
ぷ
y
卜
に
向
か
う
一
時
閻
の
観
光
バ
ス

の
行
程
で、
メ
キ
シ
コ
人
ガ
イ
ド
が、
こ
れ
こ
そ
は
本
当
の
メ
キ
シ
コ
で
す、
と
示
し
た
光
景
が
あ
り
ま

し
た。

郊
外
の
裸
山
の
頂
上
ま
で、
バ
ラ
ッ
ク
の
小
屋
が
不
揃
い
に
建
っ
て
い
ま
す。

多
く
は
電
気
も
水

道
も
あ
り
ま
せ
ん。

洗
温
物
が
軒
先
に
干
し
て
あ
る
の
が、

な
つ
か
し
い
風
景
で
す。

職
を
求
め
て
シ
テ

／
く
に
き
た
人
々
が
す
み
つ
い
た
ス
ラ
ム
で、
わ
が
国
に
は
福
祉
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
ガ
イ
ド
の
言
葉
が

ぐ
実
感
さ
れ
ま
す。

子
供
の
物
こ
い、

路
上
に
寝
る
ホ
ー
ム
レ
ス
も
よ
く
み
か
け
ま
す。

地
下
鉄
で
私
の

肩
掛
け
カ
バ
ン
が
狙
わ
れ、

鋭
い
刃
物
で
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
ま
し
た。

幸
い
パ
ス
ポ

ー
ト
と
ド
ル
は
別
に
持
っ
て
い
て
被
害
は
最
小
限
で
済
み
ま
し
た
が。
こ
う
し
た
現
実
の
前
で
は、
ク
ル

マ
は
あ
る
が
住
居
は
狭
い
と
か、

金
は
持
っ
て
い
る
が
使
う
ひ
ま
が
な
い
な
ど
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
悩
み

は、

遠
い
遠
い
先
進
国
の
話
で、

無
力
に
響
き
ま
す。

そ
し
て、
こ
の
「
遅
れ」
を
バ
ネ
と
し
た
日
本
型

近
代
化
へ
の
誘
惑
が、
こ
の
国
の
支
配
層
に
も
確
実
に
浸
透
し、
土
着
文
明
の
破
壊
と
無
政
府
的
都
市
化

へ
と
か
り
た
て
て
い
る
こ
と
が、

実
感
さ
れ
ま
す。
イ
ギ
リ
ス
型
／
ア
メ
リ
カ
型
／
ソ
ビ
エ
ト
型
と
は
異

な
る
世
界
大
国
へ
の
道
を
切
開
い
た
日
本
資
本
主
義
の
過
去
／
現
在
／
未
来
を、

暑
り
な
き
科
学
の
目
で

分
析
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た
こ
と
が、
こ
の
旅
の
最
大
の
成
果
で
し
た。
そ
こ

か
ら
新
た
な
世
界
変
革
へ
の
展
望
を
見
出
だ
す
に
は、

あ
ま
り
に
も
多
く
の
な
す
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ、

た
ち
は
だ
か
っ
て
は
い
る
の
で
す
が。
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世
界
都
市
東
京
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
考
え
る
(-
九^
七
年
ハ
月）

[
ア
メ
9カ
タ
？
テ
我
ュ]

こ
の
夏、
ア
メ
リ
カ
の
観
光
地
は、
日
本
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す。
東
部
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ・

ゥ
舌
チ
ン
グ
の
旅
に
出
た
私
は、
二
な
F
ョ
ー
ク、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
も
ち
ろ
ん、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
で
も
フ

ロ
リ
ダ
で
も、
隣
国
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
や
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
さ
え、
い
た
る
と
こ
ろ
で
日
本

人
の
集
団
に
で
く
わ
し
ま
し
た。
こ
の
分
で
は、
西
部
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
ロ
ス
ア
ン
ジ
G
ル
ス、

そ
れ
に
ハ
ワ
イ
や
グア
之ム
は、
日
本
人
の
波
が
う
ず
ま
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う。
た
し
か
新
聞
で
見
た

昨
年
の
ア
メ
リ
カ
の
観
光
統
計
で
は、
渡
米
人
数
で
は
カ
ナ
ダ
に
首
位
を
ゆ
ず
っ
た
も
の
の、
合
衆
国
に

落
と
し
た
ド
ル
の
金
額
で
は、
日
本
が
ダ
ン
ト
ツ
の
4ッj
プ
だ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す。
今
年
は、
円
碕
便

乗
で
夏
だ
け
で一
四
0
万
人
が
海
外
と
か、
八
月
末
の
ワ
シ
ン
ト
ン・
ダ
レ
ス
空
港
で
は、
宝
石・
バ
ー

ポ
ン
か
ら
牛
肉
ま
で、
ギ
フ
ト
シ
G
8
プ
に
む
ら
が
り
み
や
げ
を
か
い
あ
さ
る
日
本
人
の
大
群
に
会っ
℃
J

圧
倒
さ
れ
ま
し
た。
庶
民
の
レ
ベ
ル
で
こ
の
調
子
で
す
か
ら、
ビ
ジ
ネ
ス・
金
融
の
世
界
と
も
な
る
と、

ま
る
で
日
本
資
本
主
義
が
ア
メ
リ
カ
を
占
領
し
た
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
す。
企
業
買
収・
ビ
ル
買

占
め
か
ら
株
式・
債
券
市
場
ま
で、
当
地
の
新
聞
の
ビ
ジ
ネ
ス
欄
で
は、
i
ンキ
パ
ン・
プ
ロ
プ
レ
ム、
日

米
経
済
戦
争
の
話
題
を
見
出
だ
さ
な
い
日
が
珍
し
い
ほ
ど
で
す。

し
か
し、
日
本
資
本
の
対
米
進
出
と
在
米
日
本
人・
観
光
客
の
増
大
は、
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
問

題
を
も
浮
き
ほ
り
に
し
ま
す。
石
油
危
機
以
降
の
自
動
車
か
ら
半
導
体
に
い
た
る
メ
イ
ド・
イ
ン・
ジ
千‘

パ
ン
と
ジ
ぐ
パ
ン・
マ
ネ
ー
の
浸
透
過
程
は、
周
時
に、
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
ア
ジ
ア
系
民
衆
の
大
量
流

入
と
平
行
し
て
い
ま
し
た。
一
九
六
0
年
に
は
0
•

五
％
九
0
万
人
に
す
き
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
系
住
民
が

＜
い
ま
や
二
％
五
0
0
万
人
以
上
と
な
り、
も
と
も
と
人
種
の
ル
ツ
ボ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
な
か
で

＜
最
近
も
っ
と
も
急
速
に
増
大
し
た
エ
ス
ニ
シ
テ／イ
と
さ
れ
て
い
ま
す。
中
国・
朝
鮮・
東
南
ア
ジ
ア
系

住
民
は、
ベ
ト
ナ
ム・
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
を
含
め、
大
都
市
を
中
心
に
急
速
に
コ
ミ
合、ニー
天V、に
浸
透
し

て
き
て
い
ま
す。
彼
ら
は、
実
に
よ
く
働
き、
ま
た
勉
強
し
ま
す。
『
タ
イ
ム』
誌
八
月
三一
日
号
の
特

集
は、
総
人
口
比
二
％
の
ア
ジ
ア
系
が、
こ
の
秋
の
ハー
バ
ー
ド
大
学
新
入
生
の一
四
％，
ヵ
リ
フ
<-
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
の
二
五
％
に
達
し
た
と
報
じ、
こ
の
動
き
を
百
年
前
の
東
欧
系ユ
ダ
ヤ
人
流
入

と
対
比
し
て
い
ま
す。
最
近、
ボ
ス
ト
ン
や
ニ―t
l
ヨ
ー
ク
で
よ
く
聞
く
の
は、
勤
勉
で
サ
ー
ビ
ス
の
よ

い
ア
ジ
ア
系
の
台
頭
で、
黒
人・
ス
ベ
イ
ン
系
な
ど
の
下
層
労
働
者
が
職
を
奪
わ
れ、
マ
イ
ノ
リ
テづイ
内

部
で
の
反
目
が
強
ま
っ
て
い
る、
と
い
う
も
の
で
す。
大
都
市
近
郊
で
は、
マ
イ
ノ
リ
テ
Wく
流
入
に
よ
る

治
安
悪
化
を
防
ぐ
た
め、
土
地
所
有
や
家
賃
の
ミ
ニ
マ
ム
を
条
例
で
定
め
て
貧
乏
人
を
入
れ
な
い
よ
う
に

す
る
白
人
コ
ミ
ぐーー
テダ
H晶
現
れ
ま
す。
私
の
住
む
ケ
ン
プ
リ
ジ
市
の
近
く
の、
コ
ン
コ
ル
ド
と
い
う
町

は、
独
立
戦
争
の
史
跡
を
も
ち、
エ
マ
ー
ソ
ン
や
ホ
ー
ソ
ン
を
育
て
た
田
園
文
化
の
地
で、
リ
ベ
ラ
ル
な

白
人
中
産
階
級
の
多
く
住
む
と
こ
ろ
で
す
が、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
伝
統
と
し
て
よ
く
ひ
き
あ
い
に
だ

さ
れ
る
住
民
直
接
参
加
の
タ
ウ
ン・
ミ
ー
テ／くン
グ
の
決
議
で、
ニ
エ
ー
カ
ー
以
下
の
土
地
分
割
を
禁
止

し、
貧
民
流
入
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
ま
す。
反
核
運
動
や
原
発
反
対
に
熱
心
な
人
で
も、
こ
う
し
た
自

衛
手
段
は
や
む
を
え
な
い
と
い
い
ま
す。
人
種
の
ピ
ラ―r>ッ
ド
と
階
級
的・
階
層
的
利
害
が
錯
綜
し、
競

争
と
新
陳
代
謝
が
激
し
い
こ
の
国
で
は、
コ＿`
え｝―ー
テ
V
形
成
は、
絶
え
ず
チ
d
0
ク・
リ
チ
Gr
く
ク
の

必
要
な
永
続
的
プ
ロ
セ
ス
で
す。
ア
ジ
ア
系
新
住
民
は、
大
都
市
の
チ
ぐ`
イ
ナ・
タ
ウ
ン
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に、
ス
ラ
ム
に
隣
接
し
た
下
層
ア
パ
ー
ト
地
帯
に
ひ
と
ま
ず
居
を
定
め、
勤
勉
と
窟
学
歴
に
よ
り
こ

の
新
天
地
に
定
着
し
上
昇
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す。

こ
う
し
た
社
会
で
す
か
ら、
ア
ジ
ア
人
の
顔
を
し
た
私
で
も、
T
シ
ぐ
ッ・
ジ
ー
ン
ズ・
ナ
G
プ
サ
0、
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ク
姿
で
街
を
歩
け
ば、
よ
く
白
人
に
道
を
尋
ね
ら
れ
ま
す。
白
人・
黒
人
の
友
人
に
い
わ
せ
る
と、
顔
を

み
た
だ
け
で
は
日
本
人・
中
国
人・
朝
鮮
人
の
区
別
は
困
難
だ
と
い
い
ま
す。
ち
ょ
う
ど、
私
た
ち
が
ア

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系・
ド
イ
ツ
系・
イ
タ
リ
ア
系・
北
欧
系
白
人
の
区
別
が
た
だ
ち
に
は
で
き
ず、
南
部

出
身
黒
人
苦
学
生
と
ア
フ
リ
カ
新
興
国
エ
リ
ー
ト
留
学
生
の
間
の
深
刻
な
反
目
に、
気
が
つ
か
な
い
よ
う

に。
し
か
し
全
身
を
み
れ
ば、
ア
ジ
ア
人
の
な
か
で
日
本
人
だ
け
は
な
ん
と
な
く
異
質
だ、
と
も
い
い
ま

す。
ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ・
ア
タ
9
シ
＜
ヶ
ー
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、
メ
ガ

ネ
に
肩
掛
け
カ
バ
ン・
裔
級
カ
メ
ラ
の
観
光
客
も、
他
の
ア
ジ
ア
系
と
は
ど
こ
と
な
く
違
っ
た
印
象
を
与

え
る
よ
う
で
す。
金
払
い
の
よ
さ
と
立
派
な
衣
服・
持
物
か
ら、
悪
質
業
者
や
強
盗
に
ね
ら
わ
れ
る
の
も

日
本
人
の
特
徴
で
す。
第一
、
一
ズyー
ヨ
ー
ク
に
典
型
的
な
よ
う
に、
在
米
日
本
人
は、
白
人
ミ
ド
ル
ク

ラ
ス
な
み
に
郊
外
の
田
園
邸
宅
地
帯
に
コ
ミ
含
ニ
テ/4
を
作
り、
他
の
ア
ジ
ア
系
と
自
ら
を
区
別
し、
先

進
国
人
と
し
て
振
舞
お
う
と
し
ま
す。
戦
前・
戦
時
中
に
苦
難
の
生
活
を
体
験
し
て
よ
う
や
く
土
着
し
た

日
系
ア
メ
リ
カ
市
民
と
も
異
な
っ
て、
い
つ
か
は
必
ず
「
豊
か
な」
日
本
に
帰
れ
る
と
い
う
通
過
点
意
識

を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら、
コ"
I\{)
ニ
テイイ
で
の
ア
メ
リ
カ
人
と
の
交
際
も
お
ざ
な
り
で、
時
々
こ
ち
ら
の．

新
聞
が
や
ゆ
す
る
よ
う
に、
日
本
食
料
品
店・
ス
シ
バー
か
ら
カ
ラ
オ
ケ・
日
本
語
テ
レ
ビ・
ラ
ン
チ
弁

当
に
い
た
る
日
本
で
の
く
ら
し
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
移
植
し
た
生
活
を、
日
本
で
は
絶
対
に
住
め
な
い

広
い
庭
つ
き
邸
宅
を
拠
点
に、
楽
し
ん
で
い
る
か
に
見
え
ま
す。
他
の
ア
ジ
ア
人
た
ち
の
ア
メ
リ
カ
社
会

参
入・
市
民
権
獲
得
の
た
め
の
生
命
が
け
の
真
剣
な
努
力
に
比
べ
れ
ば、
日
本
人
学
校
父
兄
の
な
か
で
し

ば
し
ば
耳
に
す
る
問
題、
日
本
の
良
い
寓
校・
大
学
に
子
弟
を
い
れ
る
た
め
に
受
験
教
育
を
強
化
す
べ
き

か、
当
地
滞
在
中
だ
け
で
も
ア
メ
リ
カ
式
の
自
由
で
の
び
の
び
し
た
教
育
を
与
え
る
べ
き
か
と
い
う
論
争

も、
ぜ
い
た
く
な
ユ3
プ
の
中
の
嵐
に
す
き
ま
せ
ん。
白
人
エ
ス
タ
プ
リ
く
シ
く
メ
ン
ト
か
ら
は、
黄
色

い
肌
を
し
た
共y
チ
で
手
強
い
競
争
相
手、
最
近
の
『
U
S・
ニ
く
ー
ズ・
エ
ン
ド・
ワ
ー
ル
ド
レ
ポ
ー

ト』
の
表
現
で
は
「
無
敵
の
ビ
ヒ
モ
ス、
大
国
日
本、
世
界
へ
の
供
給
者・
銀
行」
の一
員
と
け
む
た
が

ら
れ、
周
じ
ア
ジ
ア
人
か
ら
は、
既
に
別
世
界
に
離
陸
し

た祖
国
の
搾
取・
侵
略
者
と
ね
た
ま
れ
る
在
米

日
本
人
は、
今
日
の
日
本
社
会
の
国
際
的
位
置
を
象
徴
し、
鳥
か
ら
も
獣
か
ら
も
嫌
わ
れ
た
コ
ウ
モ
リ
の

よ
う
で
す。
そ
う
い
え
ば、
先
日
の
五
木
ひ
ろ
し
二
W‘
ー
ヨ
ー
ク
公
演
を、
日
本
の
シ
ナ
ト
ラ
と
よ
ば
れ

る
人
気
歌
手
が、
着
か
ざ
っ
た
中
年
金
持
婦
人
た
ち
を
ジ
＜
屯
卜
機
チ
く
ー
タ
ー・
ホ
テ
ル
貸
切・
崇
華

ミ
ン
ク
コ
ー
ト
買
物
つ
き
で
大
挙
連
れ
て
き
て、
法
外
な
使
用
料
を
払
っ
て
マ
ン
ハ
多f
タ
ン
の
ホ
ー
ル
を

借
上
げ、
全
部
日
本
語
で
日
本
人
聴
衆
だ
け
を
相
手
に、
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
エ
ン
カ
な
る
も
の
を
歌
っ
て

さ
っ
と
ひ
き
あ
げ
た、
と
皮
肉
っ
た
記
事
が
あ
り
ま
し
た
つ
け。

東
京
の
地
価
は、
私
が
日
本
を
離
れ
た
昨
年
か
ら、
ま
た
暴
騰
し
た
よ
う
で
す。
庶
民
が
都
心
に
住
む

の
は、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す。
萬
層
オ
フ
＜
文
ビ
ル
と
億
シ
U
ン
の
マ
ン
ハ
び
う
ン

的
超
国
籍
地
帯
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う。
し
か
し、
東
京
の
マ
ン
ムy
タ
ン
化
は、
ス
ラ
ム
無

し
で
進
行
し
う
る
で
し
ょ
う
か
？・

ホ
モ
ジ
ー
ニ
マ
ス
な
エ
リ
ー
ト
日
本
人
と
白
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
け

が
住
む
ヤ
ダ
ピ
ー
の
町
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

世
界
都
市
化
は、
コ
ミ
U
ニ
テ
«
の
拡
散・
凝

集
を
劇
的
に
進
め
ま
す
C

欧
米
か
ら
ば
か
り
で
な
く、
近
隣
ア
ジ
ア
か
ら
も、
仕
事
と
富
と
自
由
を
求
め

て
多
く
の
民
衆
が
流
入
し、
激
し
い
競
争・
摩
擦・
対
立
の
は
て
に
ス
ラ
ム
化
と
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化、

階
層
分
化
と
棲
み
わ
け
が
お
こ
る
の
は、
不
可
避
と
思
わ
れ
ま
す。
し
か
も、
東
京
の
国
際
化・
世
界
都

市
化
は、
す
で
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
事
実
で
す。
港
区
や
品
川
区
で
は、
そ
の
徴
候
が
現
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が、
モ
ノ
と
カ
ネ
の
国
際
化
が、
ヒ
ト
だ
け
を
鎖
国
し
た
ま
ま
進
む
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん。
こ
の

春
の
東
京
自
治
問
題
研
究
所
所
報
で
も
「
T
O
K
-
o
の
南
北
問
題」
を
報
じ
て
い
ま
し
た
が、
い
ま
東
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京
人
11
在
京
日
展
勾
引
妍
か
え
て
い
る
問
題
は、

単
な
る
伝
統
的
コ
ミ
V
ニ
テ
、
あ
崩
壊、

都
心
昼
間
人

口
減
少
と
郊
外
ス
プ
ロ
ー
ル
の
問
題
で
は
な
く、
ロ
ン
ド
ン
や
二
／ュヽ
ー
ヨ
ー
ク
が
歴
史
的
に
経
験
し
て
き

た、

無
国
籍
都
市
化
・
超
民
族
都
市
化
の
試
練、

そ
の
中
で
の
多
人
種
・
多
文
化
的
コ
ミ
4
ニ
テ
«`
の
再

編
・
創
造
を、

は
る
か
に
急
速
に、

は
る
か
に
深
刻
な
国
際
環
境
の
も
と
で、

否
応
な
く
つ
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

確
か
な
国
内
情
報
も
な
い
ま
ま
こ
ち
ら
に
住
み、

や
た
ら
日
本
資
本
の
世
界
化
・
巨
大
化
を
報
じ
る
英
語
二
／ュ
F`

ス
ば
か
り
が
飛
込
ん
で
く
る
門
外
漢
の
私

に
は、

そ
う
感
じ
ら
れ
ま
す。

と
す
る
な
ら
ば、

都
心
を
追
出
さ
れ
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
イ
ジ
グ
の
伝
統
を

守
り
つ
つ
自
己
の
社
会
的
経
済
的
特
権
を
保
守
し
よ
う
と
す
る
郊
外
白
人
コ
ミ
っヽ
lー
テ／
イ
か
ら
も、

白
人

中
心
社
会
か
ら
差
別
さ
れ
マ
イ
ノ
リ
テ
4
同
士
で
互
い
に
競
争
し
い
が
み
あ
い
な
が
ら
ス
ラ
ム
か
ら
の
脱

出
に
必
死
で
努
力
す
る
ア
ジ
ア
系
新
移
民
の
生
き
方
か
ら
も、

他
人
ご
と
で
な
い
な
に
も
の
か
を
学
べ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す。

残
念
な
が
ら
と
い
う
か
や
っ
ぱ
り
と
い
う
べ
き
か、

日
本
政
府
や
東
京
都
の
対
応

は、

在――
く
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
コ＿`
えy
ニ
テ
、
沐玉
そ
れ
に
似
て、

閉
鎖
社
会
の
惰
性
を
ひ
き
ず
っ
た、

天

上
天
下
唯
我
独
尊
的
無
策
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
が。
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n
？
メ
り
力
か
3
9
弁’
叙
3
〕

倉
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
喪
失、
¢

ド
復
権
ー
ァ
メ
リ
カ
政
治
学
会
総
会
印
象
記
Q
人
／
～
年’
九
月）

フ
ロ
リ
ダ
か
ら
カ
ナ
ダ
ま
で
ま
わ
っ
た
長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
き、
研
究
生
活
の
ベ
ー
ス
を
取

戻
す
た
め、
九
月
三
ー六
日、
シ
カ
ゴ
で
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
II
A
P
S
A
年
次
総
会
に
出
席

し
て
き
ま
し
た。
以
下
は、
そ
の
私
的
印
象
記
で
す。
断
片
的
な
も
の
で、
手
元
の
資
料
も
不
確
か
で
す

が。ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
は、
い
う
ま
で
も
な
く
会
員一
万
人
以
上
を
擁
す
る
世
界
最
大
の
政
治
学
者
の
コ

ミ
名
Iニ
テ
名
で
す。
会
場
の
シ
カ
ゴ・
パー
マ
ー
ハ
ウ
ス・
ホ
テ
ル
に
は、
多
分
二
千
人
ぐ
ら
い
が
集
ま

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
0

正
確
に
わ
か
ら
な
い
の
は、
一
日
四
コ
マ
各
二
時
閻
の
時
闘
帯
に
同
時
に
五
〇

近
い
パ
ネ
ル
が
も
た
れ
て
い
て
全
貌
は
つ
か
め
ず、
ま
た、
会
長
記
念
講
演
や
会
務
総
会
の
よ
う
な
儲
式

に
は
せ
い
ぜ
い
二
百
人
ぐ
ら
い
し
か
出
席
者
が
な
く
そ
れ
も
扁
齢
者
が
め
だ
ち、
会
場
内
外
で
の
旧
知
の

仲
闘
と
の
食
事
や
職
探
し、
イ
ン
フ／オ
1
マ
ル
な
意
見
交
換
の
方
が、
出
席
者
の
主
目
的
に
見
え
た
か
ら

で
す。
か
く
い
う
私
自
身、
西
部
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ、
東
部
の
ボ
ス
ト
ン
と
は
異
な
る
中
部
シ
カ
ゴ

の
町
並
の
雰
囲
気
を
体
験
し、
ノ
ース
ウ
U
ス
タ
ン
大
に
留
学
中
の
友
人
を
訪
ね、
あ
わ
せ
て
シ
カ
ゴ・

ジ
＜
ズ・
フ
ぐ
ス
テ
«
バ
ル
で
無
料
で
アー
ト
プ
レー
キ
ー
を
聞
こ
う
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら、
つ
ま
ら

ぬ
パ
ネ
ル
だ
と
途
中
で
ぬ
け
だ
し
て
シ
カ
ゴ・
ウ
否
5之
チ
ン
グ
の
方
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た。
今
年
の

メ
イ
ン・
テ
ー
マ
は
合
衆
国
憲
法
二
百
周
年
で、
憲
法
と
立
憲
主
義
に
関
す
る
分
科
会
が
多
く
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が、
私
自
身
の
主
た
る
関
心
は、
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
の
同
じ
シ
カ
ゴ・
パ
ー
マ
ー
ハ
ウ
ス

で
の
総
会
で
の
新
政
治
学
コ
ー
カ
ス
11
C
N
P
S
結
成
に
始
ま
る
A
P
S
A
内
部
で
の
脱
行
動
論
革
命
／

政
治
学
革
新
運
動
の
行
方
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た。
結
論
的
に
い
う
と、
こ
の
A
P
S
A
革
命

二
十
周
年
は、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
会
長
演
説
で
は一
言
も
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し、
直
接
に
こ
れ
を

銘
打っ
た
コ
ー
カ
ス
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
者
も
私
を
含
め
て
た
っ
た
のー
ニ
人
で、
す
で
に
忘
れ

ら
れ
た
（
あ
る
い
は
思
い
出
し
た
く
な
い）
過
去
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を、
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た。
し

か
し
ま
た、
そ
の
遺
産
な
い
し
後
遺
症
が
い
ま
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
を
も、
感
得
で
き
ま
し
た。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
会
長
演
説
は、
「
ひ
と
つ
の
時
代
の
ひ
と
つ
の
魂
ー・
政
治
学
と
政
治
改
革」
と
題

し、
自
己
の
政
治
変
動
論
に
ひ
き
つ
け
て
政
治
改
革
を
訴
え
る
も
の
で
し
た
が、
そ
の
軽
薄
そ
う
な
外
貌

と、
会
長
職
を
意
識
し
た
の
か
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
を
抜
い
た
抽
象
論
の
た
め、
聴
衆
に
あ
ま
り
反
応
を
も

た
ら
さ
ず、
少
な
く
と
も
私
に
は
全
く
面
白
く
な
い
も
の
で
し
た。
「
改
革」
の
内
容
が
来
年
の
大
統
領

選
挙
を
意
識
し
て
い
る
ら
し
い
の
は
わ
か
り
ま
す
が、
急
激
な
革
命
で
は
な
く
漸
進
的
な
改
革
と
い
う
ネ

ガ―
万イ
プ
な
脈
絡
が
適
調
さ
れ
て、
フ
Gィヽ
リ
ピ
ン
や
韓
国
へ
の
言
及
も
な
い
た
め、
迫
力
に
欠
け
る
の
で

す。
も
っ
と
も、
ほ
か
な
ら
ぬ
日
米
欧
委
員
会
の
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
口
か
ら、
改
革
と
政
治
学
の
有
怠
性

が
匪
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
に、
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
喪
失
と
行
動
論
革
命
後
の
ア
イ
デ
ン
テ

V-
T9
3ヽ

を
い
ま
だ
確
立
で
き
ず
に
い
る
主
流
派
の
苦
悩
を、
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
ヘ
ゲ
モ
l



ー
と
言
え
ば、
日
本
で
は
猪
口
邦
子
女
史
が
盛
ん
に
書
き
ま
くっ
て
い
る
よ
う
で
す
が、
多
分
彼
女
も
参

照
し
た
で
あ
ろ
う
『
ア
ー
フ
タ・
ヘ
ゲ
モ―_
_
 』
の
著
者
コ
ヘ
イ
ン
教
授
が
粗
織
し
た
「
グ
ラ
ム
シ、
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
と
国
際
政
治
経
済
学」
と
題
す
る
二
つ
の
バ
ネ
ル
が、
他
の
パ
ネ
ル
の
低
調
さ
に
比
し
て
盛
況

で
討
論
も
活
発
で
し
た。
私
は
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
が、
新
保
守
主
義
に
関
す
る
パ
ネ
ル
も
い
く
つ
か

あ
り、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ぺ1
バー
で
見
る
限
り
で
は
公
然
た
る
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
支
持
の
論
者
は
皆
無、

サ
ッ
チ
る‘ー
リ
ズ
ム
と
の
比
較
や
政
治
哲
学
／
モ
ラ
ル
の
問
題
と
し
て
批
判
的
に
分
析
し
た
も
の
が
大
半

で、
A
P
S
A
そ
の
も
の
は
学
会
と
し
て
の
健
全
さ
を
保っ
て
い
る
よ
う
で
す。



ヽ ・

固
蔽＂
り
な
る
笠
底
滋
ダ↑
d
ァ
ど

ニ
絹
を
成
1

の＇

か
と
い
っ
て、

も
う
ー
つ
の
極、

結
成
二
十
周
年
の
コ
ー
カ
ス
が
元
気
で
勢
力
を
保
っ
て
い
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん。

実
は
私
は、

六
‘

m
末
か
ら
七
0
年
代
前
半
の
コ
ー
カ
ス
の
運
動
と
イ
ム
バ
ク
ト
を、

当
地
で
の
副
業
的
研
究
課
題
の
ー
つ
に
し
て
資
料
も
ず
い
ぶ
ん
集
め
て
き
た
の
で、

そ
の
二
十
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
も
い
う
べ
き
「
コ
ー
カ
ス
の
回
顧，一

の
分
科
会
に
大
変
期
待
し
て
出
か
け
た
の
で
す
が

く
出
席
者
は
前
述
の
よ
う
に
ク
リ
ス
チ
G
ン
・
ベ
イ
な
ど
報
告
者
を
含
め
て
―
二
人、

そ
れ
も
ほ
と
ん
ど

が
白
髪
の
長
老
た
ち
と
い
う、

寂
し
い
も
の
で
し
た。

話
は
回
顧
談
が
中
心
で、

二
十
年
前
の
シ
カ
ゴ
総

会
で
は
あ
の
大
ホ
ー
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
A
P
S
A
が
な
ぜ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
公
民
権
問
題
を
と
り
あ

げ
な
い
の
か
と
数
百
人
で
集
会
を
開
い
た
も
の
だ、

元
気
の
い
い
大
学
院
生
た
ち
が
次
々
に
立
っ
て
発
言

を
求
め
議
長
は
進
行
に
苦
労
し
て
い
た、

当
初
は
ア
ー
モ
ン
ド
を
は
じ
め
主
流
派
も
若
者
の
や
る
こ
と
と

黙
認
し
て
結
成
宜
言
に
助
言
さ
え
し
て
く
れ
た
が、

学
会
改
革
運
動
と
し
て
会
則
変
更
ま
で
問
題
に
し
だ

す
と
急
に
冷
た
く
な
っ
た、

そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
の
努
力
で
導
入
し
た
学
会
会
長
選
挙
で
は
常
に
三
分
の

ー
か
ら
半
分
の
得
票
を
コ
ー
カ
ス
推
薦
候
補
が
得
た
し、

七
六
年
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
コ
9
カ
ス
主
導
で

作
ら
れ
も
っ
と
も
ラ
デ
グ
1

カ
ル
な
学
会
と
な
っ
た、

黒
人
問
題
や
社
会
主
義
を
研
究
し
て
い
る
若
い
研
究

者
を
就
職
さ
せ
る
た
め
の
ナ
シ
G
ナ
ル
な
主
3
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
た、

C
N
P
S
が
A
P
S
A
内
団
体
と

し
て
独
自
の
企
画
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り、

そ
の
後
の
婦
人
コ
ー
カ
ス、

黒
人
コ
ー

カ
ス
な
ど
い
ま
や
数
十
に
お
よ
ぶ
小
グ
ル
ー
プ
が
独
自
企
画
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た、

な
ど。

し
か
し、

な
ぜ
そ
れ
が
再
び
わ
ず
か
数
十
人
の
組
織
に
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
の
か
の
議
論
が
出
な
い
の
で、

思
わ
ず

私
も
発
言
を
求
め、

日
本
の
政
治
学
の
改
革
を
求
め
る
も
の
と
し
て
そ
の
負
の
教
訓
を
も
聞
き
た
い
と
言

っ
た
の
で
す
が、

多
く
は
沈
黙
し、

議
長
の�
反
ー
ゼ
ン
ブ
リ
ン
ク
教
授
が、

七
0
年
代
後
半
か
ら
の
主
流

派
の
巻
き
か
え
し
と
学
生
の
保
守
化、

そ
し
て
コ
ー
カ
ス
活
動
家
が
ヌェ
‘ff
ニ
ズ
ム
／
環
境
問
題
／
中
南

米
研
究
／
政
治
経
済
学
な
ど
に
分
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う、

と
答
え
ま
し
た。

私
は、

七
0
年
代
初
頭

に、

学
会
内
改
革
に
あ
き
た
ら
ず
社
会
主
義
政
治
の
実
践
に
走
っ
た
ア
ラ
ン
・
ウ
ル
フ
ら
の
グ
ル
9
プ、

同
じ
時
期
に
逆
に
学
会
内
選
挙
運
動
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に
疑
問
を
持
ち
学
問
内
在
的
批
判
へ
と
離
れ

て
い
っ
た
ロ
ー
ウ
／
r

ら
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
分
裂
の
歴
史、

ま
た
七
0
年
代
後
半
に
入
っ
て
の
コ
ー
カ
ス

自
体
の
社
会
主
義
／
マ
ル
ク
ス
主
義
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
転
身
11
純
化
に
よ
る
孤
立
と
衰
退
を
知
っ
て
い
ま
し

た
か
ら、

そ
れ
以
上
の
追
及
は
や
め
て、

日
本
の
政
治
学
者
と
し
て
コ
ー
カ
ス
の
歩
み
か
ら
今
後
も
学
び

た
い
の
で、

私
か
ら
の
手
紙
で
の
質
問
や
イ
ン
タ
ビ
イI
ー
に
協
力
し
て
ほ
し
い
む
ね
を
述
べ
る
に
と
ど
め

ま
し
た。

そ
し
て、
41
1
ゼ
ン
プ
リ
ン
ク
教
授
と
は
今
後
も
連
絡
し
あ
う
こ
と
を
約
し
ま
し
た。

コ
ー
カ

ス
主
催
の
他
の
分
科
会
も
低
調
で、

わ
ず
か
に
ニ
ク
ク
n

フ
ガ
問
題
を
扱
っ
た
時
局
討
論
に
三
0
人
ほ
ど
集

ま
っ
た
の
が
最
藁
の
よ
う
で
し
た。

か
つ
て
A
P
S
A
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
た
コ
ー
カ
ス
も、

今
は
A

P
S
A
内
に
数
十
存
在
す
る
特
定
イ
シ
ぷヽ
ー
／
方
法
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
っ、

そ
れ
も
後
継
者
を
欠
い
た

ま
ま
細
々
と
雑
誌
『
ニ
ュ
ー
・
ポ
リ
テ
グ
7

カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
』

を
刊
行
す
る
だ
け
の
老
い
た
少
数
派
集

団
と
の
印
象
を
否
め
ま
せ
ん。

し
か
し、

ベ
イ
ら
の
回
想
の
一

部、

自
分
た
ち
コ
ー
カ
ス
の
活
動
が
い
ま
興
隆
し
つ
つ
あ
る
政
治
学
会

の
新
し
い
湖
流
を
育
て
た
の
だ
と
い
う
自
負
は、

半
ば
あ
た
っ
て
い
ま
す。

そ
れ
は、

黒
人
コ
ー
カ
ス
／

婦
人
コ
ー
カ
ス
や
最
近
登
場
し
た
グ
リ
ー
ン
・
コ
ー
カ
ス
（
環
境
グ
ル
ー
プー

が
C
N
P
S
と
メ
ン
バ
ー

が
重
複
し
友
好
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん。

今
年
の
大
会
で
い
く
つ
も
の
分
科

会
／
ラ
ウ
ン
ド
テ
（
プ
ル
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
場
し
た
売
れ
っ
子
た
ち、

ク
ラ
ズ
ナ
ー
／
力
〇
ツ
宝‘
ノ

シ（ユ、
タ
イ
ン
／
ス
コ
チ
ポ
ル
な
ど
が
「
コ
ー
カ
ス
の
時
代」

を
く
ぐ
っ
た
世
代
で、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
手

法
を
も
取
入
れ、

新
制
度
主
義
／
国
家
中
心
主
義
／
コ
ー
ポ
ラ
テ/
4
ズ
ム
／
政
治
経
済
学
な
ど

新
し
い



● 

‘` 

領
域
／
方
法
を
開
拓
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す。

こ
の
人
々
は、

コ
ー
カ
ス
の
時
代
に

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
大
学
院
生
や
テ
ニ
ア
な
し
教
員
で
あ
り、

脱
行
動
論
の
理
論
的
模
索
を
七
0
年
代
に

進
め
て、

今
日
エ
リ
＼
卜
大
学
に
テ
ニ
ア
つ
き
教
授
と
し
て
安
定
し
た
地
位
を
築
き
主
流
派
に
入
り
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
が、

共
通
し
て
い
ま
す。

ひ
る
が
え
っ
て
コ
ー
カ
ス
の
活
動
家
の
そ
の
後
を
た
ど
る
と、

多

く
が
地
方
の
大
学
／
カ
レ
ッ
ジ
に
教
職
を
得
ま
し
た
が、

地
域
政
治
や
文
献
解
釈
の
世
界
に
沈
澱
し
当
初

の
問
題
設
定
／
方
法
意
識
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
例
も
み
か
け
ま
す。

も
ち
ろ
ん、

キ
ぐ
9
ツ
ネ
ル
セ
ン
／

ヶ
タ
セ
ル
マ
ン
／
ウ
ル
フ
／
パ
イ
ヴ
ン
／
パ
レ
ン
テ／
く
ら
は、

す
ぐ
れ
た
仕
事
を
続
け
て
い
る
の
で
す
が

G
A
P
S
A
企
画
委
員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
こ
れ
ら
新
世
代
の
旗
手
た
ち
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
が、

そ
れ
以
上
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は、

彼
ら
を
中
心
と
す
る
政
治
経
済
学
会
議
グ
ル
ー
プ
の
企
画
の
充
実
／

討
論
の
活
発
さ
で
す。

独
自
に
約
三
0
(
C
N
P
S
は
―
二
）

の
パ
ネ
ル
を
組
織
し
た
人
材
の
豊
富
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら、

国
際
政
治
か
ら
政
治
思
想
に
到
る
広
範
な
領
域
で、

新
制
度
主
義
／
国
家
中
心
主
義

／
ヘ
ゲ
モ―-
l
論
な
ど
の
新
し
い
手
法
で
の
問
題
提
起
を
展
開
し、

若
い
世
代
を
ひ
き
つ
け
て
い
ま
し
た

C
も
っ
と
も、

彼
ら
の
多
く
は
予
定
さ
れ
て
い
た
ペ
ー
パ
ー
は
提
出
せ
ず
口
頭
報
告
で
す
ま
せ、

ま
た、

私
が
会
う
予
定
だ
っ
た
シ
く
ミ
＜
タ
ー
や
ピ
ー
タ
ー
・
ホ
＼
ル
の
よ

に、

総
会
そ
の
も
の
に
出
席
し
な

い
と
い
う
A
P
S
A
へ
の
消
極
的
姿
勢
も
目
に
つ
き
ま
し
た
が。
、
{,
ゼ
ン
プ
リ
ン
ク
教
授
に
よ
れ
ば、

こ
の
政
治
経
済
学
グ
ル
ー
プ
も、

も
と
も
と
コ
ー
カ
ス
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
も
の
な
そ
う
で
す。

私
の
出
席
し
た
限
り
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は、

こ
れ
ら
政
治
経
済
学
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
と、

い
ま
ひ
と

つ
、

婦
人
コ
ー
カ
ス
を
中
心
と
し
た
女
性
政
治
学
者
の
活
躍
で
す。

ス
コ
チ
ポ
ル、

パ
イ
ヴ
ン
な
ど
の
中

堅
ば
か
り
で
な
く、

院
生
ク
ラ
ス
で
も
優
秀
な
女
性
の
報
告
／
ペ
ー
パ
ー
が
多
く、

こ
れ
も
コ
ー
カ
ス
の

時
代
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
は、

ア
メ
リ
カ
社
会
全
体
に
お
い
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
の
社
会
変
動
の
う
ち

最
も
定
着
し
た
の
が
婦
人
の
地
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
当
然
と
い
え
ま
す。

こ
の
点
で
は
日
本
の
政
治
学

と
の
距
離
は、

歴
然
た
る
も
の
で
す。

印
象
の
最
後
に、

日
本
／
ア
ジ
ア
政
治
研
究
に
も
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う。

全
体
で
数
百
の
報
告
／
ペ

ー
パ
ー
の
う
ち、

日
本
を
主
題
的
に
扱
っ
た
も
の
は、

私
が
み
た
か
ぎ
り
で
五
指
に
足
り
ま
せ
ん。

国
際

政
治
や
政
治
経
済
学
で
附
随
的
に
は
言
及
さ
れ
ま
す
が、

現
実
の
政
治
経
済
の
歩
み
に
比
す
れ
ば、

学
問

的
に
は
日
本
は
未
だ
？
つ
き
の
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
国
な
よ
う
で
す。

そ
れ
で
も
日
本
政
治
研
究
グ
ル
ー
プ
の

パ
ネ
ル
が
ー
つ
あ
っ
た
の
で
私
も
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
が、

最
終
日
の
最
後
の
時
間
帯
と
い
う
ハ
ン
デ
ダヽ

も
あ
っ
て
か、

出
席
は
私
と
私
の
友
人
を
含
む
八
人
の
み、

議
長
の
キ
ぐ
ジ
ベ
ル
が
族
議
員
と
行
政
改
革

に
つ
い
て
の
報
告
に
ど
ん
ど
ん
コ
メ
ン
ト
し、

私
が
若
い
報
告
者
に
発
し
た
族
政
治
と
派
閥
政
治
の
関
連

に
つ
い
て
の
質
問
に
も
キ
<r
ン
ベ
ル
が
答
え
る
と
い
う
雰
囲
気
で
し
た。

私
個
人
と
し
て
は、

そ
こ
で
知

合
っ
た
フ
る
↑
ン
ス
ウ
否‘
ー
ス
教
授
か
ら
日
本
政
治
研
究
者
の
名
簿
を
も
ら
い、

マ
ク
ネ
リ
ー
教
授
か
ら

は
私
と
田
口
教
授
で
世
界
政
治
学
煕
5ハ
リ
大
会
に
提
出
し
た
論
文
を
自
分
の
ベ
ー
パ
ー
で
引
用
し
た
か
ら

と
論
文
を
贈
呈
さ
れ
て
び
っ
く
り
し、

ま
た、

フ
ル
プ
ラ
イ
ト
の
選
考
で
私
を
強
く
推
し
て
く
れ
た
モ
タ
く、

シ
69
氏
が
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
卜否
、々
ル
サ
大
学
に
職
を
得
て
い
て
再
会
で
き
た
の
が、

収
穫
で
し
た
が。

名

簿
で
見
る
と、

日
本
政
治
研
究
者
は
約
百
人
い
ま
す
が、

歴
史
学
や
地
域
研
究
を
主
舞
台
に
し
て
い
る
人

が
多
い
ら
し
く、

A
P
S
A
の
中
心
で
通
用
す
る
政
治
学
者
で
日
本
を
も
対
象
と
し
て
い
る
の
は
政
策
研

究
の
ペ
ン
ペ
ル
や
予
算
の
主辻ャヽ
ン
ベ
ル
な
ど
ご
く
少
数
と
見
受
け
ら
れ
ま
す。

予
定
報
告
者
の
欠
席
や
聴

衆
不
足
で
の
中
止
な
ど
全
般
的
に
低
調
な
バ
ネ
ル
が
多
い
な
か
で、

私
自
身
が
最
も
感
動
し
た
の
は、

コ

ー
リ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
の
パ
ネ
ル
で、

民
主
化
運
動
の
根
拠
と
行
方
に
つ
い
て
真
剣
に
論
じ
あ
う
在
米
韓

国
人
研
究
者
と
ア
メ
リ
カ
人
韓
国
研
究
者
の
姿
に
強
く
刺
檄
さ
れ
た
こ
と
を、

付
記
し
て
お
き
ま
す。



104 TetsuroKato 

Beziehungen zwischen Staat und lndividuum direkt versほrkt werden. Der SchlOssel dafor 
wird in der Neureformierung des Erziehungswesens gesehen. Die Diagnooe lautet, daB 
nachlassender Arbeitswillen, AufIOsung der Familie und jugendliches Rowdytum auf die 
- als_ Folge einer Erziehung zum Frieden und zur Gleichberechtigung � gesunkene Au
_toriほt der Eltern und auf die mangelnde Unterordnung gegenOber dem Staat zurockzu
fohren seien. Deni soll mit einer von Kindheit an erf olgenden Erziehung zur Staatstreue, 
die der vor dem Kriege herrschenden Treue gegenUber dem Tenno gleichwertig sein叫lte,
abgeholfen werden. Nationalistische Gedanken in der BevOlkerung, wie etwa dem, daO 
»wir Japaner auch im Ausland nicht unseren Stolz als Japaner verlieren«, sollen die.Ar
bei曲bereitschaft sichern helfen. Die Diagno叫freilich ist falsch：氏sind in Wirklichkeit ge
rade die Zusはnde der »Unternehmensgesellschaft« im Nachkriegsjapan - die unter
schiedliche Behandlung der BeschAftigten aufgrund ihrer formalen Bildungsabschl郎記

und die inner- wie au伽rhalb der Betriebe herrschende Konkurrenz ·- die schon in der 
Schulausbildung zu StreB, zu Rowdytum und zu Selbsttotungen bei jungen Menschen 
fOhren. 
Es ist daher nicht sicher, ob sich die japanische Politik rasch in Rich tung auf den von Mini· 
sterpr邸ident Nakasone anvisierten Neoetatismus fortbewegt. Es ist kaum anzunehmen, 
daBdie ldeologie einer VerwandlungJapans in eine miliはrischeGroBmacht und einer.Ver
st紺kung des Patriotismus, die auch innerhalb der auf gemeinsamer neokonservativer 

Grundlage agierenden herrschenden Klasse nur von der auDersten Rechten vertreten wird, 
so ohne weiteres von der Bevolkerung akzeptiert wird, zumaJ damit grof3e soziale Ver細de·
rurigen verbunden sein werden. Die reale Politik dOrfte eher darin bestehen, einerseits den 
Etatismus, wie er in dem Schlagwort >>Sieger, aber auch Verlierer isl immer der Staal« zum 
Ausdruck ko血�t,verstarkt zur Geltung zu bringen und gleichzeitig ein dem Krisenmana• 
gement angemessenes Netzwerk korporativer Beziehungen zwischen Staat und lndividuen 
zu schaffen. Solch ein festes Netzwerk existiert, insbesondere auf der Meso�Ebene bereirs 
zwischen StaatsbOrokratie und Kapitalverbanden. Auf der Makro-Ebene wird nun die Be
mohung ansetzen, auch die nationalen Dachverbande der Gewerkschaften einzubeziehen 
und dies Netzwerk dann auf die lokale und gesellschaftliche Ebene auszudehnen. In如
Tat bildet sich in der Gewerkschaftsbewegung zur Zeit ein neuer sozialpartnerschaftlidl 
orientierter nationaler Dachverband - was ohne Zweifel die Korporatisierung unter Ein• 
beziehung von ·Repr邸entanten der Seite der Arbeit auf der Makro-wie auf der Meso-珈

、 ne erheblich vereinfachen wird. In dem sogenannten »AuBerordentlichen Rat for &· 
ziehung«, ein dem »Au伽rordentlichen Rat for Offentliche Verwaltung«助nli曲
korporatives Organ, wird das nach 1945 entstandene japanische Bildungswesen einer t嗚
Jen Revision unterzogen. Da der Korporatismus jedoch von vornherein:auch gew函eZ喝ト
s曲ndnisse an die Vertreter der Arbeiter und Lehrer vorsieht, werden sich die neoetatisd
schen Absichten nicht ohne Abstriche in legitimierte politische Entscheidungen umse四
lassen. DarOber hinaus gibt es auch innerhalb der Herrschenden unterschiedliche Frakti>. 
nen, die sich Uber wichtige Fragen nicht einig sind. So Ober die Frage, ob Japan unter A幽｛

derung der Verfassung zu einer militarischen GroDmacht ausg油baut werden oder ob�
Verf:蕊ung unangetastet.bleiben soll; ob die Selbstverteidigun郡treitkrafte beibe凪譴
und der Kurs der Internationalisierung primar auf Okonomischer Basis f ortgesetzt wen饂．

d auch nach demHerbst 1987 ------•…~""“CJ uauonallsmus entstehen
enten gewahlt werden mag,dieSChri

,Wer auch immerzum neuenMinisterpr曲i
IenGemeinschaft fortsetzen mOssen.

ttweiseSuche nachseinemPIatzin derinternationa-

Aus dem Japanischen von Horst Arno/d-Kanamori
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